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に施行 した LMT 病変r/,いて(二r)成績L!::,適応.そハ

た.初期成功例は 1例のみであったが3丸用後殿 6;AG

にて再狭窄を起こし､(∴へ1号G I-t渡 施行 した.そJ)1例

机堤示する.lJtイtMこIinC(汀OnLu-1･･Angioplastyに~~'

し､て､L相律 ]てLL.lt､rt(tot-(VlllryGil-CLll;ltion が保持 さ

れている鮎の,あるいは 乱闘王例の最施行することと

し､i.u･11仲帖tI-)′1'CA 畑齢1juLても仝例 CAIうC すべ

きものと考えている.母線の方針として LMT 病変に

吋t.て L10rOTlこい-),iltll(.rL､L-tいmyt裾 :-トは rOrO‖Lru-1･rSIp‖1

i)考:i∴畑t',,那. nlr'nlilrl,こIthLl･t_､(1川lly では 1989年

l(川 19.2(1日し')(､ILll･し-I;1n(1(~'lini了 ■lIlt(で＼･(.nli川111lLTLu･(1-

iolog了 講演一 二十て工 ,6･-J‖J後LJl)再狭窄廿1!190で今

後検討を要すると思われる,

5)急性心筋梗塞に対す る初明治癖 沃L;rう変遷 と

急性期生命予後について

大塚 英明 ･桐的 俊哉

_･_ ∴ ' ･- . ∫矢沢 良光

1鮒.11f:･1Jli,Lり19ボ9年12JlIL-巨でt716iH粧こ当院に入

院 さ才止急 性心筋梗塞32二日明し年齢26-9L:1歳.平均ti5歳1

を対象とし,発症24時間以内の初期治療をこより3群に分

結 til･:対症榊狛U:-LGい 207例,t〕TClく群 LG2179

例.lyr(:､̂ 群 廿;こい ニi7例におし､て,急性期 しく:1＼い 死

しGl>C,こ.Jヽ (i.こいを認いた.I:ltJた[)TCR､P'1℃八.('AB(.i,

等の観血的治療を2挽的に必要とした症例は対症治療群

1)0倒 し9.700､1.l'T(11く群1糾明 は73.机上 l'T(_~'̂ 群 l

例 は?.TO(､~1て.阜i),T''r(llく群7:1JL意に高∴巨L:.:f=川 上

暗 且<G2,G2>G3)金年別死亡率では前半 3年間の平均

銅.確%に対し,PTCA 開始後の後半 3年間は凱9%と

有意をこ低下が認められた (P〈O.01).

結論 :① PTCR･門1CA をこよる啓疎通治療をこより,

急性期死亡率は有意をこ低下 した.② pTCA群では m､CR

群と比較 し,2次的間欠的治療の必要性が低下 した.
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症例は現在17歳〔丁)町′【Li_靖色晒し里二人T)1978年に断潟

大学小児科にÅ院 Lす上記殿診断を受けた.且981韓よ

i=rIl壌交換墳法を開始 しナ∴ 19鵬 fr'-TFll二川 より.胸

棉:tJLよこ用汗hZ~〕変動かJ針 圧i後.unslこIhl',こ111か 1こlハ

状態となり,徐々をこ薬物治療をこ抵抗するようをこなった.

9月1日に当料で心綴カテ-テル声心血管造影を施行

閣9日をこA-C bypaSSを施行 し,術後は自他覚症状は

轄ul-した.llH9f~1日梢牽j)十一一十,L､し:J''t､(二八 を･施行

したが PTCA では有意な拡張効果は得られなかった.

by欝aSSの開存性は良好であった.

7)A(｢バ イパ ス術後一 年 までハ追跡観察
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1987年 1月か～一､19(qt)隼Lqilヰてハ当院における A(､

べ†J1-く術例に-.,L､て.術後LTl̀′∴i､7卜開存率,症状改

善私 左室畢運動L,I)変化を追跡観察し上.【対象及び方

法】症例は.･17例.術後ril-期 し1-3-J]f目 しi:1午後(rH′L'

ラフト造影,運動免荷試験ウ産室造影 より検討 した.

--)-,T卜数は2.0本 人で:Lji,-､上 . 手 術 柁 L は1例 (2.1

%)にみられた.術後早期をこ評 価 し た グ ラ フ ト92本 (SVG

7(i､IMA i(うー1ハ･吊-.'f判寒はlこ1本 Ll,1.1001に./tit,汁

日)ool.Cx312(25.()Ooト~LLPILi;'ll-,た. 1丁日射二観察し

たグラフト亜泰の閉塞率は22.9%で RCA(机2(0%)き
1.̂Ⅰ)92･.Jlり丁.iI)()(立 t)㌔16(16.7.㌔1).(二T(16(､16.T

鰭)であった.狭心痛は87.5%の消失率でタ運動時間

も存意に延長 した..Jl二室遣鋸では.術後早期に容毅は減

少傾向にあった,駆出率に有意差はなかったが改善する

症例 もみられた.


